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～夢を紡いで次世代へ～

“A Bridge to the Next Generation”

皆さんおはようございます。年末年始の休みは如何
でしたか ? 一人ひとりそれぞれの人生がある中でお
もいおもいの過し方をされたと思いますが、日ごろの
ハードワークの澱（おり）を洗い流す休息となったと
信じます。
早速ですが、本日は会社の始業式ですから少しだけ

ダイビルの越し方とこれからの行く末に思いを馳せて
みましょう。ここでは世界経済や日本経済の低空飛行
や漂流するわが国政治と外交の混迷、それに伴う国力
の急激な低下について改めて詳述はいたしません。わ
が不動産業界、とりわけ悲惨な状況にある空室率や賃
料などのオフィスビル賃貸業界の動向についても改め
て繰り返しません。

Do what you have to do even in a STORMY weather.

確かに四囲の環境は厳しく底は打ったとはいえ今し
ばらくこの状況が続くと覚悟しなければならないで
しょう。昨年も言いましたが、いくら闇夜でも明けな
い夜はないし、いくら長くても出口のないトンネルは
ないのです。でも闇夜のあとの明け方もトンネルを出
た後も誰もが幸せになるとは限りません。厳しい時期
や冬の時期、暗闇、トンネルの中で将来に備えて準備
したものだけが Happy になれるのです。他人や周り
の状況のせいにするのはやめましょう。むしろ今こそ
仕込み時と捉えるべきです。当社もまさにその実践を
してきました。“ダイビル３Dプロジェクト”として
進めてきた中期経営計画もフェーズⅠは昨年度でほぼ
初期の目標を達成して終了し今はフェーズⅡの初年度
に入っています。“好立地の優良ビルを高品質メイン
テナンスと優良テナント確保により付加価値をつけ収
益性を高めながら長期保有”というビジネスモデルを
基本に据えて、まずフェーズⅠでは、不動産バブル渦
中での新規の土地取得による開発やビルの購入は一切
封印し、替わりに好・不況にかかわらずやるべきこと、
例えば営業力強化、人財育成などに地道に取り組んで
きました。またリニューアルによる保有資産バリュー

の東西各一棟だけの時代でした。第二世代は 1953 年
から 82 年の 30 年間で、ダイビル、日比谷ダイビル
の進駐軍接収からの解除を勝ち取るまでの長くて苦し
い戦後復興期を経て 1958 年、63 年の新ダイビル南
館、北館、1968 年の八重洲ダイビルの新築に始まり
75 年御堂筋ダイビル購入、76 年麹町ダイビル新築へ
と繋いだ時期で、ビルは 6 棟に増えました。我々は
目下 1983 年から 2012 年までの 30 年間の第三世代
の最終盤にいます。この 30 年間に当社が新築・購入・
建替えしたビルは当社現有戦力の大部分でこの間当社
は大きく飛躍しました。堂島ダイビル（ホテル）、梅
田ダイビル、虎ノ門ダイビル、秋葉原ダイビル、土佐
堀ダイビル、中之島ダイビル、青山ダイビル、みんな
そうです。そして今年、2013 年から始まる第四世代
（年齢で 91 歳から 120 歳まで）までわずか二年有余
を残すばかりですから、第三世代を全うして無事第四
世代に繋げることはまず確実ですが、問題は第四世代
でダイビルが今まで以上に隆々として成長し続けるだ
けの会社としての力が十分に蓄えられているかどうか
ということです。

A Bridge to the Next Generation(What to do Next )

皆さんの大半は第四世代を担うのですから多いに関
心を持っていただきたい。繰り返しますが、今我々は、
次の世代に繋ぐバトンタッチ直前の大事な大事な局面
にいるのです。1927・31 年完成の旧日比谷ダイビル
はすでに建て替え済みですし、1925 年完成の旧ダイ
ビルも創業時より長く歴史を刻んできた雄姿を復元し
新時代にマッチした最新ビルとして生まれ変わりま
す。新ダイビルの建替えも決意しました。両ビルの竣
工はそれぞれ 2013 年 2 月、2014 年夏です。2013
年 10 月 9 日 ( 当社創業記念日 ) の第四世代初年度に
向けて着々と仕入れが進んでいます。思えば、この中
之島三丁目再開発プロジェクトは、20 年も前に構想
され、1997 年にまさにこの第四世代へと繋ぐ壮大な
計画としてスタートしていたのです。1997 年といえ
ば日本はバブル崩壊後の失われた 10 年といわれた不
況のどん底で、アジア諸国は通貨危機の最中に喘いで
いました。そんな中この大プロジェクトを決断された
先輩の皆様方に深甚なる敬意を払うと共に今それを引
き継いでいる我々の大きな責務にもこの機会に思いを
致さねばなりません。ダイビル 3D プロジェクトには
フェーズⅠもⅡもそんな思いが込められているので
す。第四世代の『ダイビルのかたち』はどう有るべき
か、たった一本のビルからスタートし、東西一本づつ
のビルで乗り切った第一世代からはなんと大きく成長
した『ダイビルのかたち』かと、越し方を振り返り満

アップ作戦、大阪地区では、いずれは建替えなければ
ならない古いビルを他社に先駆けて建替えてテナント
の囲い込みを計ることに専念してきました。この建替
えの連鎖計画は大阪地区で続きますが、フェーズⅡで
はいよいよ今次不動産バブルがはじけたあとの仕入れ
時になったと認識し、より収益性の高い東京の都心 3
区に的を絞ってこれまで封印してきた新規物件の仕入
れに踏み切りました。

So far, so Good.

結果は皆さんご案内の通り、バブル期に仕入れた不
採算土地やビルなどの不良資産の処理に多額の損失を
計上する同業他社も多い中、当社には全くそのような
負の遺産はありません。また大阪での建て替え戦略も
新ビルはすべて満室稼動でスタートし、昨年初頭に購
入した秋葉原と青山の新ビルも満室稼動で既存ビル
の空室率上昇、賃率低下による収益の下落要因をきっ
ちりと補うことができました。オフィスビル賃貸同業
他社が採算悪化に苦しむ中、当社は本年度史上最高益
となると予想されます。この間に示されました、役職
員の皆様の獅子奮迅振りに改めてここに深甚なる敬意
を表します。と同時に我々の経営戦略が間違っていな
かったことに大いに自信をもってください。

If you don't know where you came from and are 
heading for, you will get nowhere.

私は会社の成長の周期 30 年説を信じますが、30
年毎、成長が止まって衰退に向かい消滅の運命を辿
るのか、更にそこから一段の飛躍をして次の 30 年に
繋げるのか、それぞれの世代を担う人たちは、30 年、
60 年、90 年……と継続して次の世代更に次の世代へ
と引き継ぎつつ成長し続けさせる責務があります。ダ
イビルの第一世代は 1923 年の創業から 1952 年まで
の 30 年間ですが、1925 年竣工の大阪ビルヂング（旧
ダイビル）本館（1937 年に新館増築）、1927 年竣工
の大阪ビルヂング（’31 年増築～現日比谷ダイビル）

足しているわけにはいきません。

Got to win the Survival Race．

少子高齢化が急速に進む日本、国内のビル賃貸業は
これから先大きくマーケットが伸びるとは思えませ
ん。右肩上がりの成長が当然との世界は過去のもので
す。｢それなり｣ 経営の横並び、現状満足の甘さはきっ
ぱりと捨ててフェーズⅡで掲げた『ダイビルならで
は』の経営で競合他社を圧倒し続ける競争優位を築か
ねばなりません。当社は今でも十分勝ち組ですしそれ
にふさわしい競争力、当社ならでの強み（言い換えれ
ば、競争優位性）も持っていますが、これからの厳し
い優勝劣敗の競争に勝ち抜き続けるには今一度当社の
強みを見極めて更に磨きをかけ、弱いところは早急に
補強していかねばなりません。昨年末立ち上げた“競
争力強化委員会”の場で全員参加のもと具体的に取り
組んでください。
次世代に繋ぐ新しい芽もなんとしても育てねばなり

ません。そのうちの一つの海外展開は今年は必ず具体
化します。取り組んできた海外要員強化策も勿論まだ
十分ではありませんが、今の段階はもう実践でしょ
う。ベトナム駐在員（あるいは少なくとも長期出張員）
は今日、明日にでも現地に出かけてもらいます。いつ
までも時期尚早、前例がない、では100 年たっても
前に進めません。新規事業は十分に慎重に吟味しつつ
も、かといって 100％安全の確認を待つわけには行
きません。取るべきリスクの規模こそは慎重に当社の
身の丈に合わせるにしてもまず一歩踏み出しましょ
う。勿論必要ならどこからでも引き返す勇気は併せ持
たねばなりません。

If you can DREAM it, you can do it !

大きく変わる時代の変遷の波を乗り越え乗り越え、
その時代時代に合わせて成長を続ける、そういう『ダ
イビルのかたち』を常に頭に思い描きましょう。これ
は一昨年皆さんにお願いした“夢を持とう”と同義語
です。大きな夢を描いてそれを追い続ける、ダイビル
のあるべき形を思い描いてその実現にまい進する。夢
は描かねば、そして追い求めねば実現しません。さあ
今年もそしてこれから先の何年も手を携えて成長し続
けていきましょう。

As always, I will be there all 
the time. Let’s get it done 
TOGETHER!

As always, I will be there all As always, I will be there all 
the time. Let’s get it done the time. Let’s get it done 


